
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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第
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学
期

単元名 学習項目

歌唱 合唱,重唱

器楽 ウクレレ,楽典

副教材等

授業時の様子

授業時の様子

2

MOUSA 2（教育芸術社） プリント等

２年生 音楽選択者

音楽的感性・技能を身に付け、音楽の生み出す曲想やリズムなどの美しさを理解しながら、自己表現能力を養う。
音楽に対する興味・関心を深め、主体的に音楽活動に取り組む態度を身に付け、生涯学習につながる基礎を学ぶ。

単位数

期末考査

第
１
学
期

器楽 トーンチャイム 楽器の音色や奏法の特徴を理解して演奏する。 授業時の様子
実技試験

学科・学年・学級

学習項目 学習内容や学習活動

授業時の様子

評価の材料等

授業時の様子
実技試験

授業時の様子
発表

器楽 ヴァイオリン 楽器についての知識理解を深める。

メロディ奏の基本的な奏法を身につける。
アンサンブルを体験する。

楽譜の読み方、コードや音程について理解し、楽曲
に合う伴奏アレンジを考える。

ウクレレの構造と基本的な奏法を振り返り、歌いな
がら演奏する。

令和8年度　　　芸術科　　「　音楽Ⅱ　」シラバス

教科書

単元名 評価の材料等

授業時の様子
実技試験

中間考査

歌唱 合唱 曲想と歌詞の内容がどのようにかかわっているか理
解して歌う。

授業時の様子
実技試験

授業時の様子

ウクレレ

器楽

歌唱

ストンプ

独唱

校歌

身近にあるものを使って表現できる楽しさを
味わい、基本的な音価やリズムを覚え演奏する。

声の音色や強弱、旋律の特徴などを生かし、
曲の雰囲気に合った音楽表現を工夫して歌う。

旋律を覚え、校歌を歌えるようにする。
作詞、作曲者の理解を深める。

外国語の歌曲に触れ、日本語の歌曲との発音や
発声の違いを見つけながら歌う。

学習内容や学習活動

曲想と歌詞の内容がどのようにかかわっているか理
解して歌う。
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３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第
2
学
期

鑑賞 曲紹介 自分の好きな音楽のどんなところが好きなのかを細かく
分解して考え、それを周りの人に伝える力(表現する力)を
つける。

授業時の様子
プリント

器楽 ウクレレ 楽器の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわ
りを理解して演奏する。

授業時の様子
実技試験

思考・判断・表現

学年末考査

知識・技能

授業時の様子
実技試験

歌唱 合唱 曲想と歌詞の内容がどのようにかかわっているか理
解して歌う。

器楽 ウクレレ 楽器の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわ
りを理解して、自分らしく歌いながら演奏する。

主体的に学習に
取り組む態度

創意工夫を生かした音楽表現をするための知識と技能を身に付け、創造的に表している。

音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、
音楽表現を工夫し、表現意図を持っている。

音楽活動の喜びを味わい、音楽や音楽文化に関心をもち、
主体的に音楽表現や鑑賞の学習に取り組もうとしている。

期末考査

授業時の様子 実技試験

授業時の様子
実技試験

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

第
3
学
期

中間考査

・教科書、プリント、ファイルは毎回持参し、大切に扱いましょう。提出期限は厳守すること。
・合唱や２重奏などのアンサンブルでは、パートの一員として自分ができることを考え行動してください。
・実技試験では、音程やリズムなどの基本的な要素に加え、どう表現しているか（自分がどう表現したいか）が評価の
一番大きなポイントとなります。

歌唱 独唱 声の音色や強弱、旋律の特徴などを生かし、
曲の雰囲気に合った音楽表現を工夫して歌う。


